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生野区役所企画総務課

高校生との区政に関する意見交換会

について（報告）

生野区マスコットキャラクター

いくみん

生野区の花

あじさい
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高校生との区政に関する意見交換会について（報告）

■開催趣旨

これからの未来を担う若い世代の方々に、区政への関心をもって

いただくこと、また、若い世代の方々の自由かつ柔軟な発想や

意見を聴収し、行政として理解を深め、施策・事業展開を検討

していくことが重要であると考え区内の高校生を対象に意見交換

を開催するもの。

なお、生野区では外国人住民が急速に増加しており、多文化

共生のまちづくりを進める上で様々なルーツを持つ方々のニーズ

調査が急務となっていることから、意見交換会の対象高校生は

外国籍の生徒が多数在籍している大阪府立大阪わかば高等

学校の生徒とする。

【参考資料５】
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高校生との区政に関する意見交換会について（報告）

■内容

①区役所（企画総務課）から事前説明

【日 時】 令和６年11月18日（月）

【場 所】 大阪府立大阪わかば高等学校

【説明内容】 生野区将来ビジョン・生野区の取組み等

【参 加 者】 生徒約30名
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高校生との区政に関する意見交換会について（報告）

■内容

②高校生との区政に関する意見交換会

【日 時】 令和６年11月25日（月）15時～※１時間半程度

【場 所】 生野区役所６階大会議室

【参 加 者】 大阪府立大阪わかば高等学校：生徒９名

生野区役所：区長、副区長

ファシリテーター：川中大輔氏
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高校生との区政に関する意見交換会について（報告）

■生徒から寄せられた声

（日本での暮らしについて）

・日本はごみが少なくきれい。お店がたくさんあって便利。

・たばこの吸いがらが落ちているのは残念。

・自転車や車がどこにでも止まっているからマイナス。

・言語で困る。特に会社からの電話など、日本人と電話で話すときに

困る。

・日本語の書類は難しい。学校では先生がいるから助けてもらえる。

区役所でも他の言語が話せる人がいれば。

・親は日本語がわからないので、親が病院や区役所に行くときも自分

      が付き添う。緊急連絡先も自分にしている。

・困ったとき、近所の人に助けてもらう。日本に来たとき、挨拶をして知

      り合った。やさしい日本語で話してくれる。
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高校生との区政に関する意見交換会について（報告）

■生徒から寄せられた声

 （今後の進路について）
・将来はサッカー選手になりたい。アカデミーを探している。

・親からITの学校への進学を進められている。

・英語の力をレベルアップしたい。

・大学に進学したい。

・医師になりたい。

・スポーツカーを作る仕事をしたい。

・プログラミングのスクールに行きたい。
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高校生との区政に関する意見交換会について（報告）

■生徒から寄せられた声

 （その他）
・YouTube、TickTockなどで動画は見るが、区役所に関するものは

     見ない。HPも見ない。

・調べるときはGoogleを使う。

・区役所の玄関にモニターがあったらいい。お知らせを動画にすればいい。

     地域の掲示板もモニターだったらいい。字を読むのは難しいが、動画だ

と理解できるし早い。

・学校からの情報はとても重要。

・紙を渡すだけでは不十分で、説明があれば理解しやすい。

・防災や自転車マナー、ごみ出しのルールなどの情報は授業で習う。

・マナーを説明する動画やごみの仕分けの多言語版があればよい。
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高校生との区政に関する意見交換会について（報告）
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